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RNA生物学：RNA修飾（エピトランスクリプトーム）の意義と分子機構の解明

RNAはDNAと非常に良く似た構造
ですが、リボースの2’位がOHであ
り、これがRNA分子の柔軟性に繋
がっています

遺伝情報を担います。

作られた後に更に書き込みがされる場合があります。

RNAの新しい機能や仕組みを自分で見つける

長いRNA、短いRNAなど様々です。
複雑な形をとります。
蛋白質と一緒に協力して働くものがあります。
切られたり、つながったり、運ばれたりします。

・
・
・

新しい技術開発に繋がる可能性も秘めています
例：ゲノム編集技術(Crispr/Cas9)やRNA干渉など、
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現在進めている主な研究テーマ：

キーワードはRNAです RNAは、、、

RNA分子が担うトランスポゾンの抑制メカニズムRNA修飾(エピトランスクリプトーム)の生体機能解明

ラボメンバー：左から3番目が
PIです(齋藤都暁)
email: saitok@nig.ac.jp

体験入学、研究室見学歓迎です
一緒に研究する仲間を探しています

リボンはRNAを花は塩基修飾をイメージしています。

RNAは転写後に多様な塩基修飾を受ける
ことが知られています。現在、170種程
度の修飾塩基が同定されていますが、こ
れはその修飾を担う蛋白質(酵素)もまた
同様に生物には多数存在することを示唆
しています。
最近、私たちはRNA修飾を担う酵素群の
解析を通じて、RNA修飾の生体機能に
迫っており、生殖能に必須な塩基修飾と
その仕組みを見いだしています。
(Kaneko et al. under review)
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ハエ個体や
培養細胞を使って

生物にとって重要な
因子を発見し

発見した因子の機能やそれを支える
メカニズムを追って

個体や細胞内でどんなことが
起こっているかを想像する

きれいなデータを出すことをモットーにしてます（そのための技術を磨きます）
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生化学・分子生物学NGS解析

遺伝学的
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遺伝子操作 機能モデルの提唱


